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たなか・さかい：共同通信社の記者を経て1997年にマイクロ
ソフトに転職。「MSNジャーナル」を日本初の本格的コラムサ
イトに育てる。現在、毎週配信している国際ニュース解説の
メール読者が16万人を超える。 www.tanakanews.com田中 宇c o l u m n s

世界のネット事情 - 7

組織におもねらない“豪傑”が揃う

北京の「電脳梁山泊」

香港のカンフー映画などで、敵どうしだった拳術使い

が決着のつかない決闘を繰り広げたあと、互いの気概

に感じ入り、その後は一転して仲間になるというシーン

がよくある。豪傑が「梁山泊」に集い、互いに戦って

友情をはぐくむ物語「水滸伝」は、その元祖とも言える

12世紀のお話だ。そんな梁山泊の伝統は中国のお家

芸だが、それは物語の世界だけのことだろう……と思

っていたら、意外や意外、今でも梁山泊はしっかり中

国に存在していた。しかもそれは、時代の最先端を行

くITビジネスのなかにあった。

先日北京を訪れた際に、ソフトウェア制御方式のブロ

ードバンドアクセス技術（Set Top Computing）で世界

のトップを行く「北京華諾信息技術」（Cathay Roxus）

の幹部、ホワン氏と会った。20代後半の彼は「一番苦

労していることはなんですか」との問いに「技術者の統

率がとりにくいこと」と答えた。幹部級の人材を採用し、

部門ごとに技術者たちを管理しようとしても、技術者た

ちは自分より技能が上だと認めた人の言うことしか聞か

ないという。

それも管理職としての能力ではなく、プログラムを書

く技能や、技術の詳細に関する知識など、管理される

側の技術者と同じ分野において尊敬に値する人でな

いとだめなのだという。下から「命令したいのなら、俺

に勝ってからにしろ」と挑まれてしまうのだそうだ。

多分野の技術に精通した人なら、20人や30人の技

術者がやっていることの全体を把握できるかもしれない

が、100人以上の大組織の技術陣をまとめるのはほと

んど不可能だろう。「世界的にみても中国の技術者は

優秀だが、管理役を探せないので大企業を作るのが

難しい」と彼は言う。水滸伝の梁山泊には108人の豪

傑がいたが、そのぐらいが上限なのかもしれない。

ホワン氏自身、その経歴や抱負を聞けば「電脳豪傑」

の1人だと呼びたくなる。理工系では中国ナンバーワン

の精華大学でコンピュータ工学を学び、1996年に大学

院を終了した彼は同大学系列の企業に入り、1年後に

はIBMに引き抜かれた。ところが「大企業にいるとお

もしろくない」と、昨年、設立間もないインターネットバ

ンキングのセキュリティー技術の会社に移り、技術マネ

ジメントを担当、同社が成長してくると、今度は「技術的

にもっと大きな挑戦をしたい」と考え、現在の会社に移

った。ストックオプションなどで巨額の収入を得るより、

技術的なことに没頭しているのが好きで、35歳を過ぎ

たらビジネス界から足を洗い、大学に戻って研究を続

けたいと言う。

電脳世界の梁山泊ぶりは、中国本土だけに限らな

い。台湾でゲームソフトの開発を手がける「開頂多媒

体」 の川上東社長（執行董事）も「同じような状況

が台湾にもある」と語る。ただ台湾の場合、戦前に日本

の占領下にあった影響からか、大陸より組織内の上意

下達に問題が少ないように見受けられる。

組織内の上下関係を正当化するメカニズムとして、従

来の日本には「年功序列」があり、欧米には「職能ごと

の階級」などがあるが、近代の中国では、文化大革命

など政治における権力闘争の激しさからもわかるよう

に、力による支配がモノを言う状況だ。それが「電脳梁

山泊」の下部構造にあると言えそうだが、ハイテク分野

では1人の天才技術者が世界を変えてしまうことがよく

あるだけに、日本のように能力の均一を生み出す社会

より、中国のような「豪傑」を輩出する社会のほうが、今

後の世界には合っているのかもしれない。
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